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知的障がい等の障がい者は、判断能力が十分でない場合があります。

また、コミュニケーション能力の不足からトラブルに巻き込まれるこ

ともあります。こうした特性を抱える障がい者が契約をめぐるトラブ

ルに遭遇したときに、経済的・精神的な損失を被らないように、トラ

ブルに関する知識と対処法を身に着けておくことは必要です。 

    
  このパックは、毎日の生活の中で遭遇する可能性のある３つの内
容について、電子紙芝居を用いて学ぶことができるように、指導書

とＣＤがセットされています。 3つの内容は、次のとおりです。 

①携帯電話・スマホについて 

②友だちとのお金の貸し借りについて 

③キャッチセールスのトラブル事例について 

 

 

このパックは、社会生活において困ったときどのように対処するかを

授業する際に使用してください。 
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指導書の中には、授業展開例と契約をめぐるトラブル事例の

電子紙芝居を使用する際の教師用トークや注意点などが記載さ

れています。 

同封したＣＤには、展開事例を参考とした電子紙芝居が記録 
されており、それを用いて授業を行うことができます。 

 

 CD 

ＣＤには 3 つの事例と生徒に配布するワークシートが記録さ

れていますので、必要箇所を必要枚数印刷して生徒に配布して

ください。 

なお、発問する際や振り返り学習する際には、必要な場面の

スライドを印刷して使用することができます。 

 

  
展開事例では、1時間（45分）で 3つのトラブルを全て扱う

ようになっています。 

生徒の様子によって、1時間（45分）で 1～2つのトラブルを

扱い、2～3時間で扱うように工夫してください。 
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   ①毎日のくらしの中で、巻き込まれる可能性のあるいろいろなト
ラブルを知り、困った時には相談することができるようになる。  ②携帯電話・スマホの便利な点と危険な点を知り、正しい使い方
ができるようになる。 

  
 
 

  
 家庭科 

 情報科 

 公民科 

 特別活動【学級活動】 

 総合的な学習の時間 
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 基本 1時間（45分） 

 2～3時間対応可能 

  
 

  
 生活に必要な知識と技術を習得する。 

 望ましい生活習慣を身に付け、家庭や地域社会の一員として
の自覚をもって自分の生き方を考え、生活をよりよくしよう

とする。 

 

  
 情報及び情報技術を活用するための知識と技能を習得する。 

 情報に関する科学的な見方や考え方を養うとともに、社会の中
で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解する。 

 情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度を 

身に付け、情報社会に参画する態度を育成する。 
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 よりよい人間関係を築く力、集団や社会の一員としてよりよい
生活づくりに参画する態度の育成を重視し、それらにかかわる

力を実践を通して高めるための体験活動や生活を改善する。 

 

  
 学び方やものの考え方を身に付け、自己の在り方生き方を考え
ることができるようにする。 
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時間 

学習内容  

学習活動  備考  

導

入 

3 分 

 
 

消費生活センターを知っていますか？ 

 ①何をするところか聞く 

 ②相談を受けるところであることを知る 

 ③相談方法を知る 

 

消費生活センター

の案内 

パンフレット 

展

開 

１ 

20分 

 
 

１．携帯電話・スマホでできることを聞く  

 各自ワークシートに記入 

 スライドで確認 

２．ワンクリックの事例紹介 

３．携帯電話・スマホの便利と危険を聞く 

 各自ワークシートに記入 

４．危険なことの問題点を考える 

 各自ワークシートに記入 

５．ＳＮＳへの写真のアップについて 

６．上手に付き合う６ケ条 

① 携帯電話を利用するのにかかるお金を知る 

 ② 失くした時にどうすればよいかを知る 

 ③ 忘れた時にどうすればよいかを知る 

④ マナーとしていけないことを知る 

 ⑤ ルールに反することを知る 

 ⑥ 法律違反になることを知る 

 

 

ワークシートに 

記入 
 
 

ｽﾗｲﾄﾞ １～３ 
 
 

 

ｽﾗｲﾄﾞ ４～７ 

ｽﾗｲﾄﾞ ８ 

 

ｽﾗｲﾄﾞ ９ 

 

ｽﾗｲﾄﾞ １０～１１ 

ｽﾗｲﾄﾞ １２～１３ 
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 時間 
学習内容  

学習活動  備考  

展

開 

２ 

17 分 

 

 

１．友達から頼まれた場合 

 ～なぜダメなのか考える～ 

 各自ワークシートに記入 

 ① 携帯電話の名義貸しの問題点 

②  消費者金融の借り入れを友だちの替わりにすることや 

ク レジ ッ トカー ドを 友 達 に 渡 す ことで

巻き込まれるトラブルを知る 

 

 

２．町を歩いている時の場合 

 各自ワークシートに記入 

 ① 声をかけられた時の気持ち 

 ➁ どのような契約をしたか 

 ③ どうすればよかったか 

  

 

ワークシートに 

記入 

 

ｽﾗｲﾄﾞ １４～１８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークシートに 

記入 
 
 

ｽﾗｲﾄﾞ １９～２４ 

ま

と

め 

5分 

 

 

毎日の生活で困ったときの対処法 

 

 携帯電話・スマホの使用に注意 

①使用方法（マナーとルールと法） 

②契約 

③個人情報の扱い 

 

 ひとりで判断しないで相談する 
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これから毎日の生活で困ったことが

あった時にどうすればよいかを 

考えます。 

 

困ったことがあった時には、 

消費生活センターに相談することを

覚えておきましょう。 

 

主人公は 

「ももたくん」と「ももこさん」です。 

みなさんは、 

携帯電話やスマホで何ができるか 

知っていますか。 

 

携帯電話やスマホでできることを 

ワークシートに書いてみましょう。 
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・電話をかける   

・写真をとる 

 

（クリックしながら 

 一つ一つ読み上げて確認する） 

色々なことができるスマホで 

困ったことが起きることがあります。 

 

ももたくんは、 

無料と書かれている 

アダルトサイトが 

気になっているようです。 

「ここをクリック」と書かれていたので 

クリックしました。 
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大変です。 

 

突然 10万円を請求する 

画面になりました。 

 

どうすればいいのでしょうか。 

大丈夫です。 

 

つぎのことを気をつけましょう。 

 

（一つ一つゆっくり読み上げる） 

 

（スライド３） 

携帯電話やスマホでは 

色々なことができましたよね。 

 

どんな便利なことがあるか、 

どんな危険なことがあるか 

考えてみましょう。 

 

（ワークシートに記入後、 

一つ一つ確認する） 
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危険なことがありますね。 

 

どうして危険なのか考えてみましょう。 

 

（ワークシートに記入） 

（時間の関係で宿題にする） 

 

携帯電話やスマホを使って 

メールを送るときに 

気をつけないと 

いけないことがあります。 

 

ちょっと一緒に考えてみましょう。 

 

お友達や家族の住所を 

誰にも相談しないで 

メールに書いたり、 

写真を送ってもいいのでしょうか。 

 

「よい」 か 「ダメ」 か 

ワークシートに印を付けてください。 

 

どうしてダメなのか考えてみましょう。 
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便利だけれども危険な携帯電話やスマホ
を上手に使うためには 

どうすればよいか考えてみましょう。 

 

①携帯電話には 

どんなお金が要るのでしょうか。 

 

②失くしたときに困らないように、 

ワークシートに大切なことを 

書いておきましょう。 

 

③忘れたときのために 

「大切なことを書いておくノート」にも 

書いておきましょう。 

④使う時間をよく考えないと 

寝不足になります。 

 

⑤携帯電話やスマホのメールで 

知った人は、 

直接会ったことのない人です。 

 

⑥誰にも相談しないで 

勝手に写真をメールで 

送らないようにしましょう。 

お友達から何か頼まれた時も、 

気をつけないと いけないことが 

あります。 

 

ももこさんが、ももたくんに 

何かお願いをしています。 

 

（「ももこさん」と「ももたくん」に 

なりきって     セリフを読む） 
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ももこさんは、ももたくんに 

一生懸命お願いしています。 

 

ももたくんは 

「名前だけで良い」と言われて 

不思議に思います。 

 

ももこさんは、 

ももたくんの名前を使うだけで 

お礼に ももたくんに 

1万円くれると言っています。 

 

1万円というお金で心が動きます。 

 

お金は働くことでもらえる 

大切なものです。 

 

働かないでお金をくれると 

言われた時は 

そのお金は なぜくれるのか  

しっかり考えて、 

すぐに返事をしないようにしましょう。 
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1万円でオッケーと言ったのは、 

なぜダメなのか しっかりと考えて、 

ワークシートに記入しましょう。 

 

（時間があったら、 

何人か聞いてみましょう） 

 

駅や町を歩いている時に、 

突然、声をかけられることがあります。 

 

ももこさんは、突然、知らない人から「アン
ケートに答えて」と 

声をかけられました。 

 

ももこさんは 気軽に 

「いいですよ」と 答えました。 

 

（「ももこさん」と「知らないお兄さん」に 

なりきって     セリフを読む） 

アンケートと思っていたら、 

知らない人は、 

ももこさんがとても気になる 

素敵なことを次々話をします。 

 

高いお金を支払って会員になると、

ブランドのバックが安く買えたり、 

海外旅行に行けたりする と 

言われました。 
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ももこさんが、 

どうすれば そんな素敵なことが 

できるのか と聞くと 

 

知らない人が見せてくれた紙に 

ももこさんの名前を書いて、 

お小遣いが入っている 

銀行の口座番号を書くだけで良い 

と 言われました。 

①お兄さんに声をかけられた 

ももこさんの気持ちを考えて 

ワークシートに記入してみましょう。 

 

②ももこさんはお兄さんと 

どんな契約をしたのか 

ワークシートに記入してみましょう。 

 

③ももこさんは 

どうすればよかったか考えて 

ワークシートに記入してみましょう。 

ワークシートに 

気をつけることを記入しましょう。 

 

①「無視をする」 

「配っているものを受け取らない」  

 

②教えない 

 

③絶対についていかない 
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他にもこんなことがあります。 

気をつけましょう。 

 

①友達や恋人のふりをして 

近づいてくる人がいます。 

お金を支払わないと 

いけないようなことになったら、 

はっきり 「お断りします」 と 

言いましょう 

 

②困ったことがあった時は、 

必ず相談しましょう 

繰り返しましょう！ 

 

困ったときは？ 

1人で悩まないで 

相談しましょう。 



 

 

「毎日の生活で困ったとき どうすればいいかなあ？」 

この教材は消費者庁の先駆的事業として岡山県が「幼小中高生向け消費者教育プログラム

開発事業」の一つとして制作したものです。この開発事業は平成２７年度から始まり、3 年

間かけて幼小中高生向け消費者教育教材を完成させるものです。教材は試作の段階であり、

今後、モデル授業を重ね完成品となる予定です。 

なお、開発事業は「消費者教育教材作成研究会」に意見を求めるなどして進めています。
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